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d (Ochlerotatus sp.) DHB UU D EK 
HAET biH oT" 


m 葉 E E 
CHE 2E c PR fb IRE n B Ae E) 


ON THE SALINITY TOLERANCE OF LARVA AND PUPA 
OF THE MOSQUITO COCHLEROTATUS SD.). 


I SrGEMASA TNADA. 


KERRO MRNA 3 MS UC ZA, Z2 3800 Beh IC 8E L TH 383 ET] H7 9 EAs 
知ら 4 し て 居る が , Culicidae CKE ECAT 2 Eie rpricii np 7z D piis Ue 
ix dk ucdc, 相 営 長 時 間 生 命 を 保持 し , HEET Lm bO D 
る 事 は 区 に Barrour (1921), Crmpesrer (1915), Sexror-WHITE ped 125), 
Woopmrrr (1938) 等 の 議 氏 に よ つ て 報 ぜ らち られ て 居る 。 civi ERREP FUR. 

則 題 で あら う 。 敬 者 は 静岡 貴 下 田 の 東京 文理 笠 大聖 芦 海 費 験 所 附近 の 海 内 の 
ZKiR (C Ochlerotatus sp. 733 L € WC d EE Ic C, 今夏 (1983), 該 種 の 
iK «E US (C REE C TE. zm HEDCPEIC SE CI NECS n SAP Te. 

Eee Ochlerotatus sp. の 棲息 場所 は 滞 潮 線 よ り 策 上 部 の 岩石 上 に 
生じ た 水 溜 一 一 之 を 八木 博士 の 御 提示 に より 「 潮 線上 方 水 溜 」 と 名 阿 け る ー 一 
で あぁ つて, iE Uo B ek 14189] 0 89 7-2- N83 13 年 7 月 21 E fen 
し に 第 13&odn& 6 OT 157e, 

此 の 結果 第 8 及び 第 14 を 除く 外 は 大 部 分 Salinity 645 以下 で , EDHE 
場所 の 多く は 聴 分 が 海水 より 造 か 低い 。 然し 第 8 の 水 溜 で は Salinity 35.1 % 
で 星海 水 と 同 護 度 で あり , 第 14 の 個所 で は Salinity 5625 "C, "7s D ife Ts ET 
と な れる に も 拘 D PIROSRA OSEE し て 居 た 。 ii LC ce DK 溜 は 何 
れ も 小 さく, 従 つて 日 射 ・ 潮 汐 ・ 降 雨 ・ 風 波 等 に よ つ て 可 な り 激しく 毅 化す る 
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と と は 必然 で ちる か ら . coo) Bou FEOSMLIC EHE Sil Wu 
は 可 な り 高 許 の も ゃ の ょ と 推察 する と と が 出来 る 。 

次 豚 的 に は 海水 及び 食 芝 を 以 て 許 独 の Salinity を 示す 藩 液 を 作り . COW 
AR PS CCo ie 1 RU AILT EOR BE BEES L 7e, 851 0o WDBe UAR 
Hpk e fl c OWEBE CZEIDK € DUC RL. その 液 中 に Ochlerotatus sp. OJHA 
U'ülzf L. その 生存 時 間 を 観察 し た 。 ECR H ok (Salinity 42) 
(CE Eu 2 iiin US EH Oe. EUORIC OSTOXSRSKO Salinity は 
82.3 で ある 。 fi EP ICI IECPE 3cm. S 9cm. ORRICK * RKR R 
の 種々 の 割合 の 混合 液 を 各 100co 宛 入れ て 用 ひ た 。 混 合 液 の 割合 は 9:1, 5:2, 
7:39] Wee 宛 の 差 に よ つ て 938 b O TER TEOTe. AROME 
[z) IRE] Vc Ek ZI Ac EREC do zn, "Wumgicusictpo-cuMb5L, 95 乃至 99'C 
で あつ た 。 eu. Jie 07-6 MATL. Eher erga L2 

か つた 。 cO sd EPA 65 時 間 内 に 於 て 3996 "M5 L. 残存 
幼 導 は 全部 生存 し て ゐ た 。 s ERPE 41 時 間 内 に 於 て 89 96 HEL, 65 
時 間 後 に は 全部 物化 し た 。 海 水 か ら 装 溜 水 に 至る 各 濃 度 の 海水 に 於 て , Zh 
び 次 の 聞 化 又は 狗 化 に 要 す る 時 間 は 賞 験 と 用 ひ た 個 骸 の 散 育 程度 が まち まち で 
あつ た 事 と . 個 朋 敷 の 少 い 事 と に よ つ て , その 避 速 を 充分 に 比較 する 事 は 不可 能 
で ある が, 今回 の 賞 駿 で は 著しい 評 育 速度 の 3 ME REO られ ぬ や う で ある 。 

第 2 OSA IX Ai ifo ic feas S (e NaCl の 溶液 (蒸溜 水 1. xrrh uc gc Es 
142gr, 溶かし た ) を 用 ひ . Z EXEBDKUC X TREL TAO. 溶液 100 cc 中 
に 含有 さる る NaCb Odd 43gr. 乃至 14.2gr. で 之 を S 了 段階 に 分 けた 。 従 つて 
之 箋 の 落 液 中 NaCl の 基 は 最少 の 場合 で も 天 然 海水 の それ よ b 3 C RET 
ある 。 ROC RE OCDE RE HE ERR MERE C b s Ito 8E Bs C a db d e 
fiic 7-98 EAT, dd pne O flc 3-4 (BIER GE, L3» DNAD 
た 。 と の 結果 は 第 RICH In TED, と の 結果 か DERT 2 ICH I 
溶液 と 於 ける NaCl の 量 が 128 9$ 以上 に な る と 10 時 間 以 内 全部 死滅 する 。 
NaCl の 71% から 99% の 範 園内 で は 終 齢 功 識 は 可 な り 長 時 間 生 存 に 耐 へ 
得る が , 殆ど 踊 化 する 事 は な い 。 NaCl 5.7 9$ 以下 の 沙 液 中 で は 84 ょ 時 問 以 上 生 
存 し 得 , SUBE EEATBEO STES, ACERCARON I» 
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Wooprnrr,n (U38) OE [ARALUE. Cres futigess は 1000 cc 中 ler. LA 
F^ Cia Sidus e-uyogiilüivec. px s 10 で 
HEC 1596 2446 T 22: S.1086 CRE AHLT D bOO Ra HL 
Sp (Judam. S. uS. S 70% に 移し て も 100 時 成語 まな り . S 105 9 
Olrfgeicjtcn 5: 9 5AMbEd m ccxHSLCUD. Nba 
CEECEE SJ LC EX 0 強い 抵抗 力 を 持つ て 稿 る と と が 知ら れる 。 

WO Cu S ES EU: CUIU D ES 2 CIF HT GIO BRL LJ; ZK 
iC BEC Z^ Ochlerotatus sp. 5 SF CESAR) EET Z up 0 aOR 6 E 
つも の で ある 。 CU r.19$6—9.9 9$ 内 で は Oehlerotutus sp. COSS. 
生存 し 得る byn ETE LI n o IIRO ESSEN AMLO B CIE E ER 2o 2 6 0 4 
1s S dU b 0 Cd 2, 

Ak] 9T HET 3c EHE OI RRE KE boc. Bs i CCS He BE — P9. 

| VR p RE poze, KENEH LIBE IARBA d 

FRIRE EA OD tp p PL qve, MEF 2 (CC D Bt EKUC Rodi 

Oi EG 5, 


5B i ze SERUUM IE RUN oS 


zki V o3. Kis» (Salinity) 


j 

1 17 700 

3 | 5.9 

3 26 

5 5.4 

6 | 2.4 : 

7 | 1.0 

8 | 35.1 

9 | 0.9 
10 28 
i" 2.5 
12 ; 1.5 
13 ; 0.6 
14 56 
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58s 2 3e RRR GN 2 SU o etr 
ーーーーーーーーーーーーーーー ーー ——— 
Ru EM e TO E Late zt mte aol tte 
S ORI ! Nacl qeta 
Ce atena | 人 存 数 年 fem da ds fi 数 | | 年 fe B 
ET wI-q Ww s 
1004- Q 14.3 | | 
E 3 l+2e | 142e | l+2e| 0+2e 
| : | 1 l | 
ji 8 Q ! 
90410 ro bas : : 
|a 2 | 241ei 9410] 941e| 34le! 34e 
Minds [9m d 2 | 3 | pub ow 
80.2 1.4 Al | | 
j Hi Seil うす 16 | L+2e 3e | i 
』 Å 1 
: | $5 S 1+1p : liipi .lp | lp | lp 
0+80 jo 90 | - DS | 
| Jf 3 PNE. 2.-1le | 2--1le | L--2e 
—— ———-. — Lc. ri 
60440 Bs X 7 d+ip| 241p| 141p TR 1+1p 
) -0 
l Dif 4 4 3--le| 3+le| 3+le! 2423e 
nii MEE LL 8 8 6 | el s 
| | 803 | 2210] 241e Lese | 1+2e| l43e 
T E Ha Es | Hik 8 | 8 6+2pl Wr -2p| 643p 
d ^ i 
- poOWi 3 | 1+le | 0+1e | 
— Imm 
LI | € Leod > 1 à? 1 E i a 
dj in | | wA ? k | 6+tp d G4- *1»| 6 lp 
| "I aif 4 | 34-1e | 24le| 3+le | 3+le | 943e 


p T$ 13.2 e GG TMCEE VR. 
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